
完全数

だけ平行移動した完全数とは を満たす

自然数

スーパー完全数

だけ平行移動した完全数 の 型解 は

定義により と書ける

べき部分 と素数部分 メルセンヌ素数という に分

解する

これらを独立に調べる

が素数のとき を だけ平行移動

した 狭義のスーパー完全数という



が素数のとき の満たす方程式を

作る

なので は素数

したがって

２つの式 は

が素数のとき を元にして作った

のだが式の成り立ちの経緯をすっかり忘れ

を未知数として

を

連立方程式と見なす



を満たす自

然数 と について を だけ平行移動した 広義のスー

パー完全数 をそのパートナーと呼ぶ

なら 素数

逆も正しい ただし概完全数予想を使う



スーパー完全数は のとき 年に に

よって導入され その定義は

スーパー完全数 が偶数なら は完全数の べき部分にな

る 偶数完全数についての の定理の類似

の定理



のときのスーパー完全数

のときのスーパー完全数

素因数分解 の素因数分数

のとき表によると 素数

の形をしている

さらに フェルマ素数 超

フェルマ素数



超フェルマ素数



のときのスーパー完全数の構成素因子

素因数分解 素因数分解

のときのスーパー完全数としてえられたこれら 個

の数は珠玉のような数と言ってよいだろう



フェルマ素数は 個しか知られていない 超フェルマ素数

はもう少し多い

次の結果が得られる 梶田光 小学 年生

平行移動 のスーパー完全数において

素数 を仮定すると



スーパーメルセンヌ完全数

スーパー完全数 の導入の 年後に完全数 の素数

部分 メルセンヌ素数という を取り出しスーパーメルセ

ンヌ完全数 の概念ができた

が素数のとき となる

になり とおくとき

により



を満たす

自然数 と について

を だけ平行移動した スーパーメルセンヌ完全数

をそのパートナーと呼ぶ

が素数なら は べき 逆も正しい た

だし概完全数予想を使う



のときスーパーメルセンヌの式は

この解はメルセンヌ素数になると予想される

が偶数を仮定してもよい



スーパーメルセンヌ完全数

素因数分解 素因数分解

第 ブロック 型
　

　



が奇数の場合は解が少ない

の場合には 素数 となる

解が 個出た このことはパソコンを用いて確認されている



を満たすとき

は を満たす

のときのスーパーメルセンヌ完全数



のスーパーメルセンヌ完全数は

を仮定すると を導くことができる ただし底 につ

いての概完全数仮説を使う

これより 次の概完全数仮説を使う

素数 について が成り立

てば は のべき

ただし には反例が知られていないが が 万以

下で次の反例がある

のとき

のとき

のとき

のとき


